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歯科医師の倫理綱領 
　われわれ歯科医師は、日頃

より歯科医学および歯科医療

の研鑽を通じて培った知識や

技術をもって、人々の健康の

回復と疾病の予防のために貢

献するものである。 
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今年度より､ 学院長を拝命させていただくことになり､ 歯科医療

界の財産である学院生を預かるその重責に､ 大変身の引き締まる思

いです｡ 現在学院は､ 歴代の学院長をはじめ学院のスタッフが作り

あげたすばらしい教育システムと伝統を受け継ぎ､ 順調にカリキュラムを実行し学院生たち

も日々成長しております｡ また､ 出口副学院長､ 逢坂教務部長､ 専任教員・スタッフ全員で､

｢学院生と１対１の立場｣ で向き合いながら ｢和を持って｣ 教育指導をしていくことを共有

し､ 学院生と共に成長していくように努力しております｡ 来年には､ ３年制に移行して初め

ての卒業生が巣立つこととなりますが､ 修業年限が一年増えたことにより､ さらに以下の内

容を充実することができました｡

１. 基礎…社会学・行動科学

２. 専門…歯周組織の理解・う蝕活動性試験・ＳＲＰ・ＰＭＴＣ・口腔保健管理・介護技術・

感染予防・医療保険事務・臨床検査・摂食機能訓練法・専門的口腔ケア・患者への説明資料

作成・プレゼンテーション・高齢者施設実習・障害者施設実習・歯科医院実習の１か月延長

３. 選択必修…接遇・情報処理・茶道・美術

この1年の修業延長は予想以上に成果を出しているところです｡

ところで､ 現在歯科衛生士不足は､ いろいろなところで話題に上ります｡ この問題につき

ましては､ 対応策として未就業歯科衛生士リカバリー研

修会を開催し､ 一度離職した歯科衛生士ライセンスを持

つ皆さんが受講することにより､ 臨床復帰への自信を取

り戻すきっかけとなればと考えております｡ また､ 現在

既卒衛生士の求人は､ 求人情報誌での求人活動がメイン

となっております｡ 今後､ リカバリー研修会受講者を含

めて歯科衛生士会､ 学院同窓会､ 熊本歯科技術専門学校

の皆様と協力して､ 未就業の歯科衛生士の皆さんの動向を把握し､ 会員の先生方のメリット

として､ 求人情報誌を利用しなくても衛生士求人が可能になるようにできないか検討してお

ります｡

また､ 平成21年８月に全国歯科衛生士教育協議会が実施した ｢歯科衛生士教育に関する現

状調査｣ によりますと､ 全国で定員に満たない養成校は､ 平成19年度37.1%､ 20年度49.6%､

21年度50%となっています｡

本学院では､ 入学時点でこれまで定員割れを起こすことなく運営されてきました｡ しかし､

少子化や来年度玉名に新たな歯科衛生士科 (口腔保健科) の創設もあり､ 今後本学院も定員

割れをきたす事態になるのではないかと大変危惧しております｡ 私共も学生募集対策がまだ

何かできないか考えて進めてまいりますが､ 会員の先生方におかれましても､ 学院受験生の

勧誘などますますのご協力とご指導を賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます｡

最後に現３年生は､ ３年生移行による内容の充実および1年長くなった心の成長からでしょ

うか､ 各方面から２年制の時よりも尚一層人間的な落ち着きがみられ､ 実習などにおいての

態度・行動力も格段によくなったと評価を頂いております｡ つきましては､ 卒業生の求人に

あたりまして何卒待遇面にご配慮いただければ幸いです｡

�������
常務理事 �� ��
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10月27日 (火) 午後７時00より県歯会館第１会議室において浦田会長ほか全役員出席のもと議
長を浦田会長､ 議事録署名人を勇理事､ 大林理事として第８回理事会が開催された｡
開 会：前野副会長

新型インフルエンザは相変わらず猛威を振

るっておりますが､ これから冬にかけて､ ま

すますの感染拡大が懸念されるところです｡

先生方も､ 健康管理には十分に注意し､ 万全

の状態で会務に取り組んでください｡

さて､ 先月から広報委員会には､ 理事会報

告について､ 会員の先生方へ少しでも早くご

覧になっていただくために､ 開催翌月の ｢熊

歯会報｣ に掲載できるように対応していただ

きました｡ また､ それ以外の理事の先生方に

も､ 粛々と着実に事業を進めていただき､ 感

謝しております｡ 今後､ 総合政策プロジェク

ト等､ 新たに複数の事業について､ お願いし

ていくことになるかと存じますが､ ご協力の

程宜しくお願い致します｡

報報 告告
総 務：第164回日歯代議員会・通常総会､

第７回理事会､ 第５・６回日歯対

外ＰＲ小委員会､ 第５回日歯ホー

ムページ企画小委員会､ 第５回日

歯対内広報小委員会､ 第８回日歯

理事会､ 中規模県歯科医師会連合

会､ 県医療・保健・福祉連携学会

第４回企画実行委員会､ タウンミー

ティング (阿蘇郡市)､ 県保健医

療推進協議会､ 総合政策推進プロ

ジェクトチーム､九州歯科医学大

会､ 県後発医薬品安心使用･啓発

協議会､ 熊本空港航空機事故消火

救難総合訓練

学 術：安全な歯科医療を提供するための
バイタルサインセミナー､ 九州各

県学術担当者会

社会保険：九州各県社会保険担当者会､ 都道
府県レセプトオンライン対策担当

理事連絡協議会

地域保健：事業所健診 (青山製作所､ ヤクル

ト本社)､ 子育て応援団すこやか

2010実行委員会､ 子育てすくすく

子ども博2009､ 熊本県健康づくり

県民会議､ ヘルＣキャンペーン打

合せ､ 8020支援事業､ 熊本県がん

対策推進懇話会

厚生管理：健康診断 (熊本市･上益城､ 玉名

郡市､ 八代､ 球磨郡､ 菊池郡市)､

九州各県厚生担当者会､ 九州各県

医療管理担当者会

広 報： ｢熊歯会報｣ 10月号編集・校正､

ＴＫＵ番組収録､ 熊本リビング新

聞社取材､ 九州各県広報担当者会､

ヘルＣ写真コンクール審査会､ メー

ルニュース

学校歯科：県ＰＴＡ災害見舞金安全会判定審
査委員会､ 県高等学校保健会第２

回理事会､ 県ＰＴＡ災害見舞金安

全会判定審査委員会

医療対策：歯科医療安全管理体制事業検討委

会長あいさつ要旨

健康管理には､ 十分な注意を
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員会､ 菊池郡市･医療苦情相談研

修会､ 歯科医療安全管理体制推進

事業小委員会

センター・介護：歯の健康力推進歯科医師等
養成講習会､ 県介護支援専門員更

新研修､ 介護者歯科実技研修会

学 院：全衛協九州地区会､ 熊専各連体育
大会､ 学院役職員会

国 保：国保理事会､ 全歯連通常総会
以上､ ９月11日から10月22日までの総務､

各委員会他の動きについて､ 浦田会長及び担

当各役員より報告がなされた｡

報報 告告そそのの２２
１. 日歯報告
○歯科診療ガイドラインライブラリー
○歯科医業経営実態調査抜粋
・個人歯科診療所一日当りの患者数

データの最頻値､ 中央値､ 平均値ともに

低下しており､ 診療報酬の低迷以上に来

院患者数に問題があることが読み取れる

ものとなっている｡

○新型インフルエンザワクチン
・プライマリ・ケア関連学会緊急シンポジ

ウム報告

・新型インフルエンザ接種に関する現状報

告

日歯からの周知事項について､ 各郡市会

長へ10月21日付で通知文を発送している｡

○地域医療再生臨時特例交付金 (地域医療再
生基金) の執行の一部停止
政権交代により､ 750億円もの交付金が

執行停止となり､ 100億円程度の地域医療

再生計画が取り止めとなり､ 25億円程度の

ものが94地区となるなど､ 大幅に事業が縮

小される｡

○レセプトオンライン請求に関する省令改正
及び告示(案)に関する意見募集
・歯科医療機関は年間2,000件以下のもの

について義務化免除

・常勤歯科医師がすべて高齢者 (65歳以上)

の診療所について義務化免除

・オンライン請求義務の猶予

歯科に関係するものとして､ 上記のよう

なものがあり､ 厚生労働省による意見

(パブリックコメント) 募集があり､ 日

歯もそれに応じ､ 申し立てを行っている｡

○朝日新聞記事
10月19日 (月) 付 ｢朝日新聞｣ による､

日本歯科医師会会長による民主党支持表明

記事については､ 言質をとっていないもの

であり､ 事実と異なる報道であった｡

○レセック
レセックのサービスを利用する際は､

ＡＳＰ (アプリケーション・サービス・プ

ロバイダ) の関係で､ 日歯ならびにＮＴＴ

データ通信の双方と契約を行う必要がある｡

なお､ それによる費用の変更はない｡

○たばこ1,000円値上げ運動
○未入会者対策 (入会促進対策)
○15段意見広告
掲 載 時 期：2010年２月

掲載エリア：毎日新聞全国版朝刊

(3,880,632部)

掲 載 料 金：13,282,500円

(本来価格より51.2％割引)

掲載内容については会員より意見の募集を

行う｡

○日歯年金の運用報告 (平成21年９月分)､
日歯年金・日歯福祉共済の運用状況の開示
○来年度の日歯生涯研修事業要項

認定証､ 修了証を次年度からは､ 認定シー

ル､ 修了シールとすることを検討している｡

２. 表彰
・日本歯科医師会会長表彰
中原孝典会員 (球磨郡)
(表彰式：第30回全国歯科保健大会

11月21日 (土) ／高知県)

・厚生労働大臣表彰
永野 忠会員 (熊本市)
(表彰式：第30回全国歯科保健大会

11月21日 (土) ／高知県)

・文部科学大臣表彰
宇治信孝会員 (阿蘇群市)
(表彰式：第59回全国学校保健研究大会

11月10日 (火) ／広島県)

３. 後援､ 共催名義使用依頼
○スペシャルオリンピックス日本・熊本地区
大会
・スペシャルオリンピックス日本九州ブロッ
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クサッカー競技大会

・スペシャルオリンピックス日本15周年記

念行事

○平成21年度臓器移植等普及推進月間講演会
／熊本県健康福祉部薬務衛生課
○口腔機能向上サービスの普及・啓発のため
の研修会／老人保健健康増進事業､ 総合的
研究事業
○黄色い羽根募金運動及び募金依頼／ (財)
熊本県角膜・腎臓バンク協会
○記念講演会／新老人の会熊本支部
○学術講演会／新樹会
○歯の健康ランド／新樹会 (共催)
４. チラシの配布依頼
○第23回学術講演会／福岡歯科大学同窓会
○学術講演会／スタディグループＫ.Ｄ.Ｍ
○学術講演会／東京歯科大学同窓会
５. 中国・九州北部豪雨及び台風９号被害に
よる募金結果
・60名…188,000円 (188口)
６. 職員人事
・河内奈々 (臨時職員から契約社員)

[10月１日付]
７. 平成22年度各委員会事業計画案・概算要
求協議日程
次の日程にて､ 次年度の事業計画･概算

要求協議を行う｡

・11月27日 (金) [学術､ 社会保険､

学校歯科]

・11月30日 (月) [厚生･管理､ 広報､

地域保健]

・12月２日 (水) [医療対策､ センター・

介護､ 総務]

８. 部活動補助金交付申請
野球部 (20万) ・剣道部 (10万) ・テニ

ス部 (５万) ・ボウリング部 (２万) ・囲

碁 (２万) へそれぞれ補助金の交付を行う｡

９. 第62回九州歯科医学大会参加者数並びに
厚生行事結果
[主な結果] テニス (優勝)､

ボウリング (個人・６位入賞)､

剣道 (団体Ａ…２位､ 個人戦２位､ ３位)､

野球 (準決勝敗退)

10. 代議員会の協議題に関するアンケート
代議員に対して､ 会計勉強会､ 事前質問会

(検討会)､ 代議員会通信､ 入会金､ 21世紀プ

ロジェクト・ワーキンググループ等について

(いずれも仮称)､ アンケートを実施した｡ こ

の件については､ 12月５日に開催予定の各郡

市会長・専務会議において､ 再度検討するこ

とになっている｡

11. レセプトオンライン請求
平成23年４月からの義務化について､ 今後

基準が緩和されるところも出てくるので､ 行

政の動向を注視しながら､ 社会保険委員会を

中心に引き続き情報収集を精力的に行ってい

く｡

12. 社保に関する要望・質問に対する回答
社会保険委員会の事業全般に亘り会員へ要

望・質問を募ったところ､ レセプト請求に関

する質問が多く寄せられ､ その対応状況につ

いての報告がなされた｡

13. 地域医療再生計画骨子案
政権交代による交付金の大幅な執行停止に

より､ 地域医療再生計画骨子案 ｢医師確保に

よる地域医療再生｣ のうち､ 県全体で取り組

む事業､ 天草医療圏で取り組む事業共に､ 25

億円程度の計画となるため､ 計画の変更が11

月初旬までに行われる見込みとなっている｡

14. 卒業生への就業状況アンケート結果
歯科衛生士専門学院同窓会が実施したアン

ケート結果について､ 会員に知らせるべき内

容を選定し､ 厚生管理委員会によりとりまと

め会員へ通知する｡

15. 平成21年度シニア倶楽部の運営
日時：平成21年10月31日 (土) 午後５時

場所：熊本ホテルキャッスル地下１階

｢花菖蒲｣

なお､ 午後４時50分から､ 写真撮影を行う｡

16. 平成21年度シニア倶楽部社会保険研修会
の運営
日時：平成21年10月31日 (土) 午後３時

場所：熊本ホテルキャッスル地下１階

｢花菖蒲｣

17. タウンミーティング日程
10月５日 (月) に開催された阿蘇郡市を皮

切りに順次開催していく｡

18. 県歯会事業の中間評価と今後の予定
事業の中間評価と今後の予定の報告ととも

に､ 各担当理事へ所管内､ 所管外を問わず事
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業内容や状況の把握､ 並びに委員への周知に

も努め､ 情報や問題意識を共有しながら､ 会

務運営に取り組んでほしいとの要請がなされ

た｡ また､ 年度末には最終的な事業評価を行

い､ その結果を会員へ通知する予定となって

いる｡

19. 熊本県歯科医師会安心・安全歯科医療推
進制度の手引き
制度の概要やその達成のためのわかりやす

い解説書を作製し､ 10月15日付で全会員へ送

付している｡

20. 委員会事業報告
・地域保健委員会､ センター・介護委員会

｢九州各県地域保健担当者会｣

・学術委員会

｢日本歯科医師会生涯研修セミナー｣

21. 11月行事予定
22. 各会計８月末現況
23. 各会計９月末現況
24. その他

協協 議議
１. 新入会員の承認 (承認)
一般会員１名を承認した｡

２. 天皇陛下御即位二十年奉祝活動への協賛
並びに式典等への出席 (20名) 依頼 (承認)
協賛金は５万円とすることとした｡

３. 各委員会の平成22年度事業・予算立案に
伴う助言事項 (承認)
助言事項を参考に事業計画､ 予算立案を行

うこととした｡ なお､ 会計担当常務理事より､

予算については､ 原則､ 前年度比５パーセン

ト減で編成するよう方針が示された｡

４. 社団法人熊本県歯科医師会医療事故処理
規程の一部改正 (案) (承認)
原案通り承認可決された｡

５. 名称変更に伴う安心・安全歯科医療推進
制度運営規程の一部改正 (案) (承認)
原案通り承認可決された｡

６. 口腔保健センター非常用発電機の蓄電器
取替え (承認)
来年度予算で対応し､ 設置についても来年

度に行うこととした｡ また､ 機種､ 業者の選

定については､ 学院長､ 常務理事 (会計担当)

に一任することとした｡

７. 新会計ソフトの導入 (承認)
新会計ソフト､ 並びにそれを処理する会計

用パソコンを導入することとした｡ また､ サー

バーを立てて２箇所同時に使える方式を採用

し､ ネットワーク接続の設備も整えることと

した｡

８. 平成21年度特別会計収入支出予算 (案)
(承認)

・熊本県歯科医師会8020推進事業会計

・熊本県歯科医師会介護者歯科実技研修事

業会計

・熊本県歯科医師会歯科医療安全管理体制

推進特別事業会計

いずれも原案通り承認可決した｡

９. 総合政策推進プロジェクトの設置 (承認)
同プロジェクトの設置､ 並びにメンバーに

ついて､ 原案通り承認可決した｡

10. 新入会員研修会 (承認)
11月21日 (土) 午後３時より､ 県歯会館・

３階研修室にて開催することとした｡

11. 事業企画 (案) (承認)
・学術委員会 ｢ＣＴ撮影紹介システムとＣ

Ｔ撮影とインプラント解剖に関する講演

会｣

事前に行うアンケートについては､ 委員

会において再度設問の内容を見直し､ 対

象を全会員として実施することとした｡

12. その他
○これからの県歯会事業に関する企画並びに
提言 (渡辺専務理事)
各理事より寄せられた企画案が多く､ 本理

事会で検討､ 協議するには時間が足りないの

で､ 11月初旬に理事勉強会を開催し､ 改めて

協議することとした｡ また､ メール等で意見

を出し合い､ 事前検討を行い､ 取りまとめに

ついては総務委員会により行う｡

○四国・九州・中国地区役員連絡協議会
(浦田会長)
個別指導の通知方法及び立会いについて､

勇理事に回答書の作成を依頼した｡

監事講評：片山監事､ 遠山監事
閉 会：中嶋副会長

(広報 加藤 久雄)
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10月３日 (土) 午後２時より佐賀県歯科医

師会館において ｢平成21年度九州各県社会保

険担当者会議｣ が開催された｡

熊本からは､ 前田理事､ 田中委員長､ 清水

副委員長の三人が出席した｡

今回は､ 各県の社会保険事務局が九州厚生

局に一元化された後の初めての会議とあり､

各県の社会保険委員会の連携が重要となるた

め､ それぞれの先生方が緊張した面持ちの中

で始まった｡

佐賀県歯科医師会の前山理事の司会進行､

塚本専務理事による開会の辞の後､ 寺尾会長､

ならびに日歯の渡辺常務理事にも出席して頂

き､ 挨拶を承った｡ 両先生とも､ これからは

各県の歯科医師会､ 九州厚生局､ 日歯のつな

がりを密にしていくことが､ 今後の重要な課

題であると話された｡

その後､ 各先生方の自己紹介の後､ 座長・

副座長を選出し会議の本題に入った｡

最初に渡辺常務理事より日歯報告があり､

現在の歯科医療の動向や支払基金関係等を､

資料を用いながら報告された｡

次に協議に入り､ 各県の事業・予算報告､

各県提出協議題､ 日歯への要望等が協議され

た｡ 特に各県提出協議題に関しては､ それぞ

れの項目に対して渡辺常務理事がコメント､

ならびに適切なアドバイスをされたことで協

議内容がさらに充実し､ 各県からも様々な意

見が出され活発かつ建設的な会議であった｡

２時間ほどの会議はいったん終了し休憩を

挟んだ後､ 特別講演として渡辺常務理事が

｢次期診療報酬改定へ向けての日歯の対応｣

という演題で講演をされた｡

今後の課題として

・初､ 再診の適切な評価

・技術料の適切な評価

・予防､ 管理とエビデンスの重視

・金銀パラジウム合金の価格改定の適正化等

を念頭に置き､ 今後の日歯の対応に関して持

論を交えながら過去の資料やデータを用いて

詳細に説明して頂いた｡ 具体的な例として､

歯科疾患管理料の文書交付､ 義歯管理料の算

定回数､ Ｐ処の改善､ 再スケーリング・再S

RPに対する歯科医師の裁量権等についてで

ある｡ 講演の内容はもとより､ 渡辺常務理事

の口調からも平成22年度点数改定へ向けての

強い意気込みが感じられた｡

今回は点数改定前ということもあり､ 全体

を通して緊張感のある雰囲気の中､ 非常に充

実した会議ならびに講演であった｡

全ての日程が終了した後､ 懇親会の場へ移

り､ さらなる情報交換や意見交換を行い､ 各

県の先生方が親睦を深め､ 九州各県が一体と

なった１日でもあった｡

(社会保険 清水 雅英)

������������ 次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数数改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけててててててててててててててててててててててててのののののののののののののののののののののののの強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ����� ―九州各県社会保険担当者会議―

緊張感の中､ 充実した会議

��
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(各県提出議題)
①会報誌作成関係：本県の様に､ 各種記事､
写真等を委員自ら編集しレイアウトして

いる県は少なく､ 割付ソフト等を利用し

印刷会社に任せているようである､ 熊本

の会誌作成はアナログ的ではあるが､ 各

委員の文章校正力をアップし､ 印刷代の

コスト意識を持つことで予算を抑えてい

る｡ 又､ 会誌の内容の工夫として大学病

院に原稿を依頼している県があったり

(有料)､ 他県の広報誌の興味深い記事を

連携して掲載する等が挙げられた｡

②ホームページ関係：熊本の運営費用は安

価なほうであると思われる｡

③対外ＰＲ活動関係：予算の関係も有り､

地方新聞のコラム掲載､ 各種イベントの

お知らせなどが主である｡ 鹿児島県から

は新聞社の担当記者とのコミュニケーショ

ンを図ることで歯科関連の記事の理解を

深めてもらう事が､ 掲載に繋がるとの意

見が出された｡

(日歯への要望)
本県よりの要望である ｢潜在患者の受診

率アップのため歯周病と全身のかかわりな

どを題材とした､ 全国ＣＭの発信｣ につい

て小谷田常務理事より日歯の目標である

｢ローコストで効

果的な広告活動の

展開､ 受診の喚起｣

の立場からも予算

的に難しいものが

ある｡ 国民との有

効なコミュニュケー

ションを実現可能

なプランとして11

月７日の全国地方新聞に掲載されるいい歯

の日の記事は､ 全国地方新聞連合会の好意

により破格の金額で掲載が可能となったと

の説明があった｡

各県とも費用対効果を挙げるために､ 先

ずは､ 会報誌の隔月発行､ 委員数の削減等

のコストダウンを計っている様であるが､

発行を隔月で行なってもトータルのページ

数に差はなく思ったほどのコストダウンは

得られていない｡ 熊本では既に費用的なも

のは､ 他県に比べてかなり改善されて来て

いると思われる｡ 各県の工夫点を見習い広

報誌の内容の充実､ コスト意識を持った対

外ＰＲ活動を更に進めて行きたい｡

(広報 立本 尚史)

������������ ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーココココココココココココココココココココココココスススススススススススススススススススススススストトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトでででででででででででででででででででででででで効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効効果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的なななななななななななななななななななななななな
広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動のののののののののののののののののののののののの展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開､､､､､､､､､､､､､､､､､､､､､､､､ 受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診のののののののののののののののののののののののの喚喚喚喚喚喚喚喚喚喚喚喚喚喚喚喚喚喚喚喚喚喚喚喚起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起起����� ―九州各県広報担当者会議―

10月３日 (土) 午後２時より宮崎県歯科医師会館４階ホールにおいて平成21年度九州各県広報
担当者会が開催され､ 本県より加藤理事・立本委員長の２人が出席した｡ 宮崎県歯田島会長の挨
拶に続き､ 日本歯科医師会小谷田常務理事より日歯広報活動の近況説明があった｡
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｢｢咬咬合合高高径径をを失失っったた症症例例をを
復復活活ささせせるるままでで｣｣

機能的咬合系を構成する要素のうち中枢神経系を除く歯列・顎関節・筋肉の３要素それぞれに

とって最適な下顎位というものが存在する｡ まず歯列にとって最適な下顎の位置は上下の歯が最

大接触面積で嵌合するいわゆる咬頭嵌合位であるし､ 顎関節にとってのそれは生理的な意味にお

いての中心位あるいは顆頭適正位であり､ 咀嚼筋にとってはいわゆる筋肉位である｡ これらの３

つの位置が一致していれば､ もっとも理想的な状態と言えるが､ そうでない場合､ つまりこれら

の３者の位置関係にズレがある場合､ 神経筋機構の働きにより生体は歯列による下顎位 (咬頭嵌

合位) を優先し､ 顎関節・筋肉はその位置に順応させられることとなる｡ その順応が組織の適応

能力を超えたときに､ 顎関節や筋－筋膜に症状が出現すると考えられ､ 不調和のはけ口が歯列へ

向かうと､ 歯の異常な咬耗､ 知覚過敏症などを引き起こすことになると考えられる｡ また歯周疾

患やう蝕により加齢的に歯の喪失が進み､ 少数残存のステージをむかえるころから３要素の不調

和は徐々に改善されて行き､ 総義歯の症例において､ これらはほとんど見事に一致することが確

認されている｡ 以上を基本的概念として私の症例を見て頂きたい｡

玉名郡市 大林 裕明 会員

K-7 EVALUATION SYSTEMを用いて

患 者：Female 53Y
初診日：2007年７月
主 訴：２年前に全顎的に治療したがうまく噛めない審美的に不満がある
既往歴その他：特になし

初診時の口腔内

図 (２)

図 (１)
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� 患者は女性で53歳｡ 初診日は2007年という比較的に新しい症例であるが､ 主訴として2年

前に他医院にてインプラントを含めて全顎治療を行ったとのこと｡ 既往歴は特に問題はなかった｡

パノラマ所見では､ 13は脱離して､ 35は破折していた状態だった｡ 幸いTMJには問題は見当た

らなかった｡� 初診時の口腔内写真である｡ Finalより２年という短い期間での補綴物崩壊は何を意味す

るのか､ 又どのように再建させていくのかを綿密に検討してカウンセリングを行った｡

まず始めに､ K-7にて基本的データー①顎運動の診断②下顎位の診断③咀嚼筋の診断

(Basic Scan Interpretation) を採り現在の状態である咬合にてFirst Provisional Restoration

を作成していった｡

不良補綴物を外し救済出来る歯牙とどうしても保存が不可能な歯牙に分別していった｡ 21､ 35､

43は歯牙破折の為保存は不可能だったがその他の歯牙はPerio, Endo, Caries処置を行い､ なんと

か保存する事が出来た｡ 抜歯した場所35､ 43には抜歯即時インプラントを施行した｡ 又24､ 25に

もソケットリフトによりインプラントを施行した｡ 36､ 37､ 45､ 46､ 47には以前埋入してあるイ

ンプラントの上部構造を変えて使用するように計画を立てた｡�このデーターScan3は既存の安静位から咬頭嵌合位へそしてタッピング運動の軌跡を描いた
ものである｡ 咬頭嵌合位の収束部は問題ないが安静位での位置が垂直前後比率で左により､ 側方

偏位が前方に位置しているのが読み取れる｡ Scan4,5においては､ Myo-monitorをかけ筋リラク

セーションを図り人為的に作り上げた生理的安静位をNeuromuscular position (N.M.P.) 筋肉

位と位置付けてそこをターゲットにMyo-Biteを採り次のステップへと移っていく｡�普通咬合高径が低い患者には大体の目安で垂直的被蓋を高くしていくのが通例で臼歯部を挙
上すると前歯部はAnterio-guidanceを獲得するために不自然な状態で作成しなくてはならなくな

る｡ Neuromuscular Concept の考えは､ 下顎骨が筋にぶら下がった一番リラックスした状態で

顎位が自然と無理のない位置に付く事が重要で自然と筋肉位の位置に設定されていくのが分かる｡

そこでバイトを採り､ Orthosis (オーソシス) を作成していく｡�可撤式のOrthosisで義歯感覚としても捉えられ､ 出来るだけ使用してもらい筋肉位での咬合
に対して一早く順応するようにリハビリをしていく｡ その時のScan5ではTrajectory内で機能し

ている事が伺える｡ そこでN.M.P. (筋肉位) の位置をOrthosisiを用い､ 採取してSecond

Provisional Restorationを作成､ 今度は可撤式でない補綴物に変えて､ 生活をして頂き様子を見

ながら再度､ 再再度とデーターを採り誤差の修正を行っていく｡ ともすればResurfaceを行い咬

合接触ではFree-entryに付与して咀嚼時の不用意な歯の接触を避けるようにしている｡ 筋の条件

付けられた逃避反射または障害回避反射の一つと考えている｡ これでFinal前のThird

Provisional Restorationとなる｡� Provisionalが上手く機能しているのを確認してFinalへと移行していく｡ これがセットして

約半年後のデーターである｡ 初診時に比べてTrajectory内にNeuromuscular Position (筋肉位)

の位置で安静位を保ちTENSをかけた後もタッピング運動にはズレを生じて来ない｡�これはガムを噛んで頂き咀嚼時ストロークの収束性､ 咬合の安定度を診ていくものである｡
この記録だけで頭蓋に対する下顎位が正常であるとは判断できないし定まったパターンはなく､

食塊の大きさや硬さで様々な形と経路をとるが､ 一つの目安としては十分なデーターと診ること

ができる｡ 私はこのSca8の咀嚼運動データーは注意深く診るようにしている｡ 患者の術前と術

後のパターンを見て頂きたい｡ 明らかに差があるのが分かると思う｡ 患者はこの時 ｢何でも食べ

られるし､ 何より食べる時間が早くなった｣ と話された｡

咀嚼ストロークがスムーズに運動する事が大切なことではないかと考えられる｡



図 (４)
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図 (３)

図 (６)

図 (５)

図 (７)
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�最終補綴物が装着された状態である｡ (考察) 咬合の崩壊は何が原因として起こるのだろう
か？それには色々なコンセプトが絡んでくるが､ 今までは大体この位であろうと考えていたPosi

tionがこのK-7を用いて幾度となく修正しながらもその患者の持つ最適な咬合の位置というもの

を知ることが出来るようになった｡ 全ての方に使用しているのではないが既存の咬頭嵌合位が多

数の補綴物で作られている時や､ 咬合面や前歯の切端の摩耗が明らかに病的に擦り減っている場

合などは警戒して､ データーを収集してみる｡ 色々分からないデーターが出ることもあるが患者

の状態をより深く把握して最適であろう位置へと導く事がこのConceptの本来の考えと思う｡ K-

7に遭遇して未だ８年､ これからも研鑽に邁進していく所存です｡ (色々な御批判を頂きながら…)

図 (８)

�����
※カラー写真を本会ホームページ､ 会員のページに掲載しております｡



―三師会懇親会―
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(制限時間制) を４回､ 平日診療後にもかか
わらず､ 午前０時まで､ 約４時間に渡って熱
戦を繰り広げた｡ ４人でテーブルを囲み､ 談
笑しながら､ 相手の表情を読みパイを振る､
マージャンという遊技を通しての懇親は酒席
とは違った奥深いものであった｡ 結果は歯科
医師会､ 薬剤師会の先生方がそれぞれ入賞し
たものの１位から３位まで医師会勢が占め､
実力を見せつけられた結果となった｡ リベン
ジを誓いつつ来年度の開催も約束し閉会となっ

た｡
(坂田 輝之)

８月６日 (木) 午後８時より､ 荒尾市の三
師会厚生企画として､ 親善麻雀大会が開催さ
れた｡ 本大会が開かれるきっかけとなったの
は､ 約２年前の三師会総会懇親会の席上で親
交のある福嶋荒尾歯科医師会長と高橋医師会
長が ｢もっと三師会の交流の場を増やしたい｡｣
という会話から始まり､ 福嶋執行部が本年度
にスタートすると､ トントン拍子で話が進み､
今回の開催となった｡
当日は医師会から８名､ 歯科医師会から６
名､ 薬剤師会から２名､ 合計16名の先
生方の参加の下､ ４卓に分かれて半荘

―８月例会―

長の乾杯の発声で暑気払いが始まった｡ 本日
のメニューは生ビールと焼肉 (食べ放題) で
あった｡ 七輪で肉を焼く煙越しにジョッキを
傾けながら､ 近日に迫った衆院選の話題や､
テレビを賑わす薬物問題など三面記事的な事
など様々に歓談しながら閉店ぎりぎりの午後
10時まで､ 荒尾市歯科医師会の ｢良き友人｣
としての会員間の懇親を深めた｡ こうして我
が会の固い結束は､ さらに固められたようで
ある｡ (馬場 一英)

荒尾市歯科医師会伝統の全員参加の毎月１
回行われる定例会は会員が一堂に顔を合わせ､
メディアを通してではなく､ 肉声で情報伝達
が行われる血の通った素晴らしい会である｡
８月７日 (金) に行われた定例会はホテルヴェ
ルデビアガーデンに於いて ｢暑気払い｣ を兼
ねて開催された｡
当日は午後７時30分より､ まずホテル内会
議室で今月の報告､ 協議を済ませ､ ８時過ぎ
より中庭ビアガーデンに会場を移し､ 福嶋会

荒尾�������������
一一 般般 会会 員員

坂元 彦太郎
(サカモト ヒコタロウ)

熊本市下江津
７－７－１

ヒコデンタルクリニック
①体調管理です｡
(食生活が不規則で

運動不足だからです)
②笑顔が溢れる歯科医院です｡
③現在は特にありませんので､ 何か特色
を出せるように頑張っていきたいです｡

④歯科医療を通して､ たくさんの方々と
触れあっていきたいです｡

①今もっとも関心のあることは何ですか｡
②自分が希望する歯科診療とはどのような
ものですか｡
③他の歯科医院にはない自分の医院の特色
を教えてください｡
④今後の抱負は何ですか｡



―第１回例会―
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れて食事をとり､ これからの歯科界をとりま

くいろんな情報を交換するなどとても盛り上

がった会となった｡ これからの浦田執行部に

期待します｡ (乕谷 真)

10月５日 (月) 19時30分

より阿蘇郡市医師会館で､

第１回タウンミーティング

が行われた｡ 県歯より浦田

健二会長､ 渡辺賢治専務理

事をお招きし､ 現在の熊本

県歯科医師会の状況や熊本県歯科医師会21世

紀プロジェクトの説明がありその後の質疑応

答では自民党から民主党への政権交代による

様々な影響 (点数改定､ 国会議員候補者の選

出等) や会館で大きな催し物がある時の付近

の駐車場の問題などがおよそ２時間に渡り熱

い議論が交わされた｡ 終了後は懇親会も行わ

阿蘇

政権交代による影響は

―健康診断＆例会―

２) 不幸にして医療事故・苦情などが発生

した場合できるだけ速やかに (発生後30日以

内に) 県歯医療対策委員会まで連絡していた

だきたい｡

以前は自費治療に関するトラブルがほとん

どであったが､ 最近では､ 保険治療に関して

も増加してきているとのことである｡ 日常よ

り正当な医療行為を行うこと､ 歯科医師とし

ての注意義務を怠らないことが重要であると

あらためて考えさせられた｡

(城 敦哉)

10月９日 (金)､ 午後６

時より菊池市笹乃家にて健

康診断および例会が行われた｡ 健康診断終了

後の例会では､ まず最初に熊本市の伊東歯科

口腔病院より担当者を招いて､ 開放型医療施

設についての説明会を開催した｡ 郡市会員と

協力しながら２次医療機関としての機能を充

実させたいとのことであった｡

その後､ 鹿井省文会員の80歳を祝う ｢傘寿

の祝い｣､ 片山幸博会員､ 永野芳雄会員､ 浜

坂進会員の ｢還暦の祝い｣ を行い､ 記念品が

荒木会長より手渡された｡

最後に､ 県歯医療対策担当の片山理事をお

招きし､ ｢医療苦情・トラブルの対応｣ と題

して講演を行っていただいた｡

片山理事は最近の事例を具体的に示しなが

ら次のようなことを強調された｡

１) 医療事故・苦情は患者とのちょっとし

たボタンの掛け違え､ コミュニケーション不

足で起こりうる｡ 真摯な態度・対応で日々の

診療に望むことが重要である｡

菊池
����������



―総 会―
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歯科医師の厳しい
現状を把握し努力
されてきた事につ
いて､ 福島和敏八
代市長より歯科技
術の進歩､ 少子高
齢化､ 8020運動の
重要性について､
中村博生県会議員
から政権交代､ 福
島市長誕生による
時代の移り変わりについて､ 熊本県歯科医師
会浦田健二会長から政権交代があっても生活
を支える医療をする事に変わりはなく､ 共益
性と公益性のバランスをとりながら医療に勤
しむ事の重要性､ 21世紀プロジェクトについ
ての言葉を頂いた｡
その後増田会長より福田民男会員の地域医
療､ 歯科医師会に対する多大な貢献､ 素晴ら
しい人格者であるという内容の祝辞があり､
記念品贈呈の後八代市長の乾杯により懇親会
が始まった｡
乾杯の後すぐに会場のあちこちに歓談の輪
が出来､ 皆､ 長年の知己であるかのように話
は盛り上がった｡ あっという間に楽しい時間
は過ぎ去り､ 八代の素晴らしい未来を信じつ
つ皆で万歳三唱し､ 会は終了した｡

(山口 貴久)

９月26日 (土) 午後３時
より八代ロイヤルホテルに
て平成21年度八代歯科医師
会総会が開催された｡
進行担当を中川専務理事､

議長に坂井会員､ 副議長に
若槻会員が選出された後､ 増田会長よりイン
フルエンザ流行の危惧､ 自由民主党から民主
党への政権交代に対する期待と不安､ しかし
それとは関係なく地域医療に貢献する事こそ
肝要であるという挨拶があった｡
平成21年度の会務､ 会計､ センターなどの
経過報告ならびに議事として平成20年度の決
算の承認を求める１号議案から４号議案につ
いて全会一致で承認された｡
会員からの質問として ｢日本歯科医師連盟
は政権交代により与野党とどのように付き合っ
ていくか？県の考えは？｣ 及び県歯社保担当
理事の前田会員より保険点数算定に関する注
意事項が説明され､ 活発な意見交換が行われ
た｡
総会終了後､ 八代歯科医師会前会長である
福田民男会員が日常の活動を通じて歯科医師
会の発展に大きく貢献された功績による日歯
会長表彰授与の報告と祝賀会を兼ねた懇親会
が行われた｡
来賓の金子やすし衆議院議員より診療報酬､
歯科医師過剰の問題､ 卒後就職の困難性など

八代

感謝の言葉を述べられる福田民男会員

� �
謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

井手 一之 先生
平成21年10月25日 ご逝去 80歳�郡 市 名：熊本市�入会年月日：昭和29年２月１日



―三師会合同研究会―
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が発表された｡
講演終了後の質疑応答では､ 三師それぞれ
の立場からの質問があり､ 三師の連携強化の
重要性がより認識され､ ビスフォスフォネー
ト製剤に関する知識・見解がより共有された｡
この後､ 郡薬剤師会の杉本史生氏の閉会の
辞で､ 午後９時半に会は終了した｡

(野田 和宏)

９月17日 (木) 午後７時
より､ 御船町の上益城郡医
師会館にて､ 上益城郡歯科
医師会､ 医師会､ 薬剤師会
の合同で三師会合同研究会
が行われた｡ 司会進行を郡

医師会の吉村力也氏が務め､ 座長に郡歯科医
師会の江藤会長が選出され､ 代表者挨拶を郡
医師会の牟田光一郎会長が行った｡
まず､ 郡薬剤師会の井島由裕氏から､ ｢ビ
スフォスフォネート製剤についての基本知識・
作用機序､ ガイドライン､ 次世代の薬剤｣ に
ついての講演があり､ その後､ 郡歯科医師会
の鮫田会員による ｢歯科におけるビスフォス
フォネート製剤と顎骨壊死の臨床例｣ が発表
された｡ 最後に､ 郡医師会の小糸博文氏によ
る ｢骨粗しょう症の分類､ 骨折のリスク､ ビ
スフォスフォネート製剤に関する統一見解｣

上益城

○所在地
〒866-0861
八代市本町1-3-25 本町ビル１Ｆ�0965-34-8043 18：00～24：00
○店の雰囲気
気取らずに美味しい料理を楽しめるお店です｡
○収容人数・席数 座席８席・カウンター５席
○店長・女将さん・ご主人の自己紹介
熊本市内の料亭にて和食､ 東京の老舗寿司店
にて寿司の修業を積む｡
テレビ朝日系列全国放送 『第一回全国美味し
い寿司日本一決定戦』 にゲスト出演｡
翌年､ 第二回大会に於いて､ 西日本エリア予
選出場優勝｡ 全国大会決勝戦優勝｡
その後､ 八代にて店を構える｡
○料理の種類・特徴・おすすめ料理
250㎏クラスの本マグロ､ 旬の光物､ 地魚等
を中心に､ 和食一品料理と握りを準備してい
ます｡

��� 三師の連携強化が重要
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初心者の方でも､ 経験者の方でも週一回位のぺースで仲間とソフトテニスを楽しみません

か｡ 運動不足､ ストレス解消にはもってこいです｡

時間は診療が終わった後､ 平日の夜の８時から10時位です｡

問い合わせは

健軍千場歯科迄

ＴＥＬ 096-367-1631

熊本市 千場 敏昭

������������
下益城郡 川瀬 博美

���������������
会会員員投投稿稿

平成21年10月25日 (日) に福岡県の名島運動公園テニスコートに於いて､ 全日本歯科医師

ソフトテニス大会が開催されました｡

今年度で55回の歴史があり､ 今回九州で初めての開催であり､ 九歯大ソフトテニス部ＯＢ

会及び福岡県歯科医師会が主管になって盛大に行われました｡

大会前日には博多西鉄グランドホテルで前夜祭があり､ 大会会長の秋山福岡県歯会長､ 日

本歯科医師ソフトテニス連盟武田会長からのご挨拶も頂きました｡ 大会は絶好のテニス日和

の下で朝９:30より開会式の後､ 試合が行われました｡

熊本県からは千場敏昭会員､ 私､ 川瀬の２人が参加し､ 個人戦シニアの部で千場会員が見

事優勝､ 青年の部で私も２位の成績を収めました｡

試合後は懇親会が行われ､ 次回開催愛知県での再会を約束して終了しました｡

会 員 投 稿 募 集
����������������������������������������������������������������������������������

会報をもっと気軽に読んでいただけるよう会員のための投稿コーナーのページを設け

ることとなりました｡ 趣味はもちろん社会に対して思うこと､ 娯楽的な映画・本の紹介､

紀行､ 何でも結構です｡ どしどし御投稿ください｡ ただし会に対する意見や要望などは､

対外的な広報誌であることから掲載の対象とはいたしません｡ 御了承ください｡ なお､

会へのご意見やご要望は､ 『会長への手紙』 にお願いいたします｡

また､ 投稿の内容により掲載できない場合もありますことを御理解ください｡

(広報委員会)



H.21.11

出　　　　席 摘　　　　　　　　　　　要 日　付 所　管 

浦田会長、小島副会長、渡辺専務理事 第119回日歯通常総会（日歯会館） 

澤田事務局長 九州厚生局局長来館 

渡辺専務理事、八木理事 新入会員研修会打合せ 

12日 
浦田会長 国立病院機構熊本医療センター新病院完成記念式典（国立病院機構熊本医療センター） 

遠山・片山監事 月次監査 

浦田会長 国立病院機構熊本医療センター新病院完成記念祝賀会（ホテルキャッスル） 

浦田会長 熊大薬学部附属育薬フロンティアセンター建物完成記念式典（熊大薬学部） 13日 

浦田会長他全役員 

第7回理事会 

（１）臨時代議員会の事前質問事項　（２）熊本県体育協会からの免税募金のお願い 

（３）コピー機の入れ替え　ほか 15日 

渡辺専務理事、田上・八木理事 NHK取材対応 

浦田会長 第5回日歯対外PR小委員会（日歯会館） 

16日 
浦田会長 第5回日歯ホームページ企画小委員会（日歯会館） 

浦田会長、小島副会長 中規模県歯科医師会連合会議（ホテルグランドヒル市ケ谷） 

浦田会長 第5回日歯対内広報小委員会（日歯会館） 

浦田会長 第8回日歯理事会（日歯会館） 

17日 浦田会長、小島副会長 第108回都道府県会長会議（日歯会館） 

澤田事務局長 肥後銀行本店営業部「お客様感謝の集い」（ニュースカイホテル） 

宮坂常務理事 第5回県医療対策協議会（水前寺共済会館） 18日 

浦田会長、小島副会長、渡辺専務理事 第164回日歯代議員会（2日目）（日歯会館） 

９月11日 

総　務 

会 務 報 告 自　平成21年９月11日 至　平成21年10月22日 

土 14：0010月3日 九州各県地域保健担当者会 県歯会館 
日 19：0010月4日 県歯剣道部壮行会 熊本市 
月 19：3010月5日 タウンミーティング（阿蘇郡市） 阿蘇郡市医師会館 

火 
14：00

10月6日 
第２回熊本県医療審議会 県庁 

17：00 熊日取材 県歯会館 
19：00 第13回常務理事会 県歯会館 

水 13：0010月7日 第6回日歯対外ＰＲ小委員会 日歯会館 
木 13：0010月8日 全歯連通常総会 日歯会館 

金 
10：00

10月9日 
熊本県保健医療推進協議会 県庁 

19：30 代議員会打合会 県歯会館 
土 14：0010月10日 介護者歯科実技研修会 県歯会館 

水 
13：00

10月14日 
全国健康保険協会熊本支部長との面談 県歯会館 

19：30 第1回総合政策推進プロジェクトチーム 県歯会館 
金 20：0010月16日 新樹会との懇談会 熊本市国際交流会館 

土 
11：00

10月17日 
九地連役員会 大分市iichiko総合文化センター 

14：00 九州歯科医学大会 大分市iichiko総合文化センター 
日 9：0010月18日 九州歯科医学大会・厚生行事 大分県（厚生行事開催会場） 
月 18：3010月19日 熊本県プライマリ・ケア研究会総会・研修会 県歯会館 
火 19：0010月20日 第14回常務理事会 県歯会館 

水 
13：00

10月21日 
第6回日歯ホームページ企画小委員会 日歯会館 

15：00 第6回日歯対内広報小委員会 日歯会館 
17：00 日歯広報正副委員長打合会 日歯会館 

木 13：0010月22日 第9回日歯理事会 日歯会館 
金 19：0010月23日 学院入試委員会 学院校舎 

月 
15：30

10月26日 
第696回支払基金幹事会 支払基金 

19：30 連盟三役会 県歯会館 

火 
14：00

10月27日 
故井手一之会員(熊本市)告別式弔辞奉呈 熊本市 

19：00 第8回理事会 県歯会館 

水 
14：00

10月28日 
第3回熊本空港緊急計画連絡協議会 くまもとエミナース 

19：00 学院入試委員会 県歯会館 
19：30 歯科医療安全管理体制推進事業検討会 県歯会館 

金 19：3010月30日 第2回裁定審議委員会 県歯会館 

土 
9：30

10月31日 
未就業歯科衛生士リカバリー研修会 県歯会館 

15：00 シニア倶楽部社会保険研修会 熊本ホテルキャッスル 
17：00 シニア倶楽部 熊本ホテルキャッスル 

曜日 時間 日付 行事内容 場所 

会長の動静会長の動静 10月 

23



H.21.11

出　　　　席 摘　　　　　　　　　　　要 日　付 所　管 

清村議長、増田副議長他44議員、浦田

会長他18役員 

臨時代議員会 

〔議事〕（第1～第4号議案）　〔協議〕1.入会金　2.時局対策 
19日 

久々山議長、荒木副議長、浦田会長他

18役員 

臨時総会 

〔議事〕（第1、第2号議案）　〔協議〕1.時局対策 

渡辺専務理事 6県対抗親善野球大会（県民総合運動公園） 23日 

浦田会長他常務理事以上全役員、八木

理事 

第12回常務理事会 

（１）社団法人熊本県歯科医師会医療事故処理規程の一部改正（案） 

（２）部活動補助金交付申請 

24日 

浦田会長、渡辺専務理事 八代歯科医師会総会懇親会（八代ロイヤルホテル） 26日 

浦田会長 熊本県言語聴覚士会設立十周年記念式典・祝賀会（熊本ホテルキャッスル） 27日 

中嶋副会長 第6回九州地方社会保険医療協議会熊本部会（KKRホテル） 
28日 

浦田会長 第695回支払基金幹事会（支払基金） 

前野副会長 独立行政法人日本スポーツ振興センター福岡支所業務運営委員会（福岡市・都久志会館） 
29日 

小島副会長 県医療・保健・福祉連携学会第4回企画実行委員会（県医師会館） 

前野副会長 第2回熊本空港緊急計画連絡協議会（くまもとエミナース） 

30日 浦田会長 第5回日歯広報正副委員長及び小委員長打合会（日歯会館） 

八木理事、永田委員長他1委員 総務小委員会　（１）選挙規則変更（案）の検討 

前野副会長、犬束会員 

警察歯科医会打合せ 

（１）平成21年度熊本空港航空機事故消火救難総合訓練　（２）案内文書作成 

（３）案内先検討 

10月1日 

浦田会長、渡辺専務理事 タウンミーティング（阿蘇郡市）（阿蘇郡医師会館） 5日 

浦田会長 第2回県医療審議会（県庁） 

6日 浦田会長他常務理事以上全役員、八木

理事 

第13回常務理事会 

（１）平成21年度シニア倶楽部の運営　（２）平成21年度シニア倶楽部社会保険研修会の運営 

（３）名称変更に伴う安心・安全歯科医療推進制度運営規程の一部改正（案）　ほか 

浦田会長 第6回日歯対外PR小委員会（日歯会館） 7日 

総　務 

松岡・竹下・牛島理事、添島委員長 第1回県歯科技工士国家試験委員会（県庁） 

八木理事、高橋副委員長 総務小委員会　（１）県歯会事業の昼間評価の集計 

浦田会長 県保健医療推進協議会（県庁） 

浦田会長、渡辺専務理事、八木理事、

清村・増田代議員会正・副議長 
代議員会打合会 

澤田事務局長他職員 職員研修旅行（大分） 

浦田会長 全国健康保険協会熊本支部長との面談 

竹下理事 第2回県へき地保健医療対策に関する協議会（熊本テルサ） 

浦田会長、小島副会長、渡辺専務理事、

西野・伊藤常務理事、牛島理事、堀田

委員、田中会員 

総合政策推進プロジェクトチーム会合 

中嶋副会長 第3回県社会福祉審議会身体障害者福祉専門分科会審査部会（県庁） 

浦田会長、小島副会長、渡辺専務理事 新樹会との懇談会（熊本市国際交流会館） 

浦田会長、小島副会長、竹下理事 九州歯科医学大会・厚生行事（至18日）（大分県各所） 

浦田会長 九地連役員会（大分市・iichiko総合文化センター） 

塩山・岡書記 九州歯科医学大会受付事務職員説明会（大分市・iichiko総合文化センター） 

浦田会長、小島副会長、渡辺専務理事

他 
九州歯科医学大会（大分市・iichiko総合文化センター） 

木下書記 平成21年度労働保険事務組合実務担当者研修会（熊本市国際交流会館） 

浦田会長、小島副会長他9役員 県プライマリ・ケア研究会総会・研修会 

浦田会長他常務理事以上全役員、八木

理事 

第14回常務理事会 

（１）新入会員の承認　（２）各委員会の平成22年度事業・予算立案に伴う助言事項 

（３）新会計ソフトの導入　ほか 

浦田会長 第6回日歯ホームページ企画小委員会（日歯会館） 

伊藤常務理事 県後発医薬品安心使用・啓発協議会（熊本テルサ） 

浦田会長 第6回日歯対内広報小委員会（日歯会館） 

前野副会長他11名 熊本空港航空機事故消火救難総合訓練（熊本空港） 

西野常務理事・片山理事・竹下理事他4

委員 

歯科医療安全管理体制推進事業委員会 

（１）アンケート検討結果　（２）合同会議式次第　（３）講演会のタイムスケジュール　ほか 

浦田会長 第9回日歯理事会（日歯会館） 

澤田事務局長 県新型インフルエンザ対策協議会（熊本テルサ） 7日 

8日 

9日 

11日 

14日 

15日 

16日 

17日 

19日 

20日 

21日 

22日 

24



出　　　　席 摘　　　　　　　　　　　要 日　付 所　管 

浦田会長、小島副会長、渡辺専務理事、

牛島理事、添島委員長他全委員 

安全な歯科医療を提供するためのバイタルサインセミナー 

出席者：309名（会員179名、スタッフ130名） 
9月13日 

学　術 
牛島理事 神奈川歯科大同窓会県支部役員会 26日 

牛島理事、添島委員長 九州各県学術担当者会（大分県歯会館） 10月3日 

前田理事、田中委員長他7委員 社会保険個別相談会　相談者1名 

9月26日 

社会保険 

中嶋副会長、勇・前田理事、田中委員

長他全委員 

社会保険委員会 

（１）個別相談会・委員会の開始時刻　（２）会員向け発行物　（３）個別指導立会い　ほか 

勇・前田理事 九州厚生局との打合せ 
29日 

反後副委員長他1委員 社会保険個別相談会　相談者：1名 

反後副委員長 保険個別指導（県庁） 
30日 

渡辺委員 都道府県レセプトオンライン対策担当理事連絡協議会（日歯会館） 

前田理事、田中委員長、清水副委員長 九州各県社保担当者会（佐賀県歯会館） 10月3日 

渡辺・金本委員 社会保険個別相談会（植木町）　相談者：1名 14日 

金本委員 保険個別指導（県庁） 15日 

宮坂常務理事、田上・松岡理事他正副

委員長4名 

地域保健・センター介護合同委員会 

（１）九州各県地域保健担当者会議 
14日 

川瀬委員長 子育て応援団すこやか2010第1回実行委員会（熊本県民テレビ） 18日 

田上理事、小田副委員長他2委員 『子育てすくすくこども博2009』歯科相談（至20日）（グランメッセ熊本） 19日 

浦田会長、渡辺専務理事、宮坂常務理事、

田上・松岡理事、松本・川瀬委員長他

11委員 

九州各県地域保健担当者会 10月3日 

田上理事 第9回県健康づくり県民会館（熊本テルサ） 7日 

宮坂常務理事、田上・加藤理事、川瀬

委員長、小田副委員長他職員1名 
第2回笑顔ヘルＣキャンペーン打合せ会 8日 

中川順一・松田恵会員 熊本市・上益城郡健康診断 9月11日 

厚生・ 
管理 

竹下理事、池嶋委員長他5委員 
厚生・管理委員会 

（１）九州各県厚生担当者会議　（２）歯科衛生士再教育事業　（３）シニア倶楽部　ほか 
16日 

村上俊輔会員 玉名郡市健康診断（玉名市民会館） 17日 

水上正太会員 八代健康診断（八代口腔保健センター） 19日 

稲留裕士会員 球磨郡健康診断（あさぎり町保健センター） 10月2日 

前野副会長、池嶋委員長 九州各県医療管理担当者会（鹿児島県歯会館） 
3日 

竹下理事、有働副委員長 九州各県厚生担当者会（沖縄県歯会館） 

浦田会長、竹下理事 県歯剣道部壮行懇親会（熊本市） 4日 

伊藤常務理事、竹下理事他4名 厚生・管理小委員会　（１）未就業歯科衛生士のためのリカバリー研修会打合せ 7日 

北川隆之会員 菊池郡市健康診断（菊池市・笹の家） 9日 

竹下理事、池嶋委員長他4委員 
厚生・管理小委員会 

（１）九州各県担当者会報告　（２）歯科衛生士リカバリー研修会　（３）シニア倶楽部　ほか 
14日 

三森康弘会員 青山製作所熊本工場事業所健診（高森町）　受診者：6名 9月11日 

地域保健 

田上理事 熊本県がん対策推進懇話会（熊本県庁） 13日 

渡辺専務理事、田上理事他 8020支援事業第1回八代ワーキング部会（八代口腔保健センター） 15日 

田中宏会員 （株）ヤクルト本社熊本工場・事業所健診（熊本市）　受診者27名 19日 

田上理事、川瀬委員長他全委員 
地域保健委員会 

（１）「地域いきいき通信」　（２）8020支援事業　（３）笑顔ヘルＣキャンペーン　ほか 
20日 

H.21.11
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出　　　　席 摘　　　　　　　　　　　要 日　付 所　管 

加藤理事、立本委員長他全委員 広報委員会　（１）会報10月号編集 9月14日 

広報 

佐藤副委員長、城委員 臨時代議員会・総会取材 19日 

加藤理事、立本委員長他4委員 広報小委員会　（１）会報10月号第1回校正 24日 

宮坂常務理事 TKUとの打合せ　（１）「TKUニュースぴゅあピュア」収録内容打合せ 29日 

宮坂常務理事 「TKUスーパーニュースぴゅあピュア」収録（口腔保健センター）（１）10月2日（金）放映分 30日 

加藤理事、立本委員長他3委員 広報小委員会　（１）会報10月号第2回校正 10月1日 

加藤理事、立本委員長 九州各県広報担当者会（宮崎県歯会館） 3日 

加藤理事、立本委員長他全委員 広報委員会　（１）会報11月号・編集 
15日 

宮坂常務理事 熊本リビング新聞社取材（口腔保健センター） 

宮坂常務理事、加藤理事、立本委員長 ヘルＣ写真コンクール審査会　（１）ヘルＣ写真コンクール審査　応募総数：134点 20日 

加藤理事、立本委員長他3委員 広報小委員会　（１）会報11月号・第1回校正 22日 

大林理事、岩本委員長他4委員 学校歯科小委員会　（１）マウスガードポスター作製（２）HP作製 9月16日 

学校歯科 
西野常務理事 県PTA災害見舞金安全会判定審査員会（県総合福祉センター） 17日 

前野副会長 県高等学校保健会第2回理事会（熊本西高校） 10月2日 

西野常務理事 県PTA災害見舞金安全会判定審査員会（県総合福祉センター） 15日 

片山理事、冨屋委員長、永松委員 医療相談　（１）当該歯科医師との面談 9月11日 

医療対策 

前野副会長、片山理事他7委員 医療対策委員会　（１）現在までの医療相談・苦情について症例報告・協議 
18日 

片山理事、冨屋委員長他2委員 医療相談 

前野副会長、片山理事、冨屋委員長他1

委員 
医療対策小委員会　（１）苦情当該歯科医院への発送文書の作成 25日 

西野常務理事、片山・竹下理事他4委員 
歯科医療安全管理体制推進事業検討委員会　（１）アンケート集計　（２）今後のスケジュール 

（３）熊大口腔外科・技工士会・衛生士会との合同会議の日程及び内容　ほか 
29日 

前野副会長、冨屋委員長他2委員、坂本

弁護士、損保ジャパン佐川氏 

前野副会長、片山理事他2委員 

医療対策小委員会　（１）医事紛争事例の弁護士との打ち合わせ 

医療対策小委員会　（１）事例の当該歯科医師に対する通知文 

10月5日 

片山理事 菊池郡市・医療苦情相談研修会（笹之家） 9日 

前野副会長、片山理事他2委員 医療対策小委員会　（１）裁定審議委員会の資料作成　（２）医事処理規程 14日 

前野副会長、片山理事、岡田副委員長、

温会員 
歯科医療安全管理体制推進事業小委員会　（１）歯科医療安全管理体制アンケートの分析 15日 

前野副会長、片山理事、冨屋委員長他5

委員 

医療対策委員会　（１）事例報告・検討　（２）医療事故・紛争症例 

（３）当該歯科に対する通知文に対する裁定委員会委員からの質問　ほか 
16日 

前野副会長、片山理事 医療対策小委員会　（１）医療安全について 19日 

 歯の健康力推進歯科医師等養成講習会（佐賀県歯会館）　受講者：5名 9月12日 

センター 
・介護 

 歯の健康力推進歯科医師等養成講習会（佐賀県歯会館）　受講者：5名 13日 

松岡理事 県介護支援専門員更新研修（KKRホテル） 17日 

松本委員長 県介護支援専門員更新研修（KKRホテル） 24日 

堀尾副委員長 県介護支援専門員更新研修（KKRホテル） 28日 

松岡理事 口腔保健センターカルテ・会計チェック（口腔保健センター） 10月1日 

宮坂常務理事、松岡理事他8名 介護者歯科実技研修会事前打合 9日 

浦田会長、宮坂常務理事、松岡理事、

松本委員長他全委員 
介護者歯科実技研修会 10日 

松岡理事 口腔機能・栄養改善研修会（菊陽町） 15日 

松本委員長 県介護支援専門員更新研修（火の君総合文化センター） 16日 

伊藤学院長、岩切次長、小原副主任 全衛協九州地区会（長崎） 
9月12日 

学院 

出口副学院長 自衛隊熊本病院創立52周年祝賀会（サンパレス熊本） 

岩切主任、大塚教員 熊専各連体育大会（バスケット、ソフトテニス）（県総合体育館） 19日 

伊藤学院長、西口教員 熊専各連体育大会（バレーボール）（市総合体育館） 22日 

 学院推薦入学願書受付（至20日） 10月7日 

伊藤学院長他2名、職員7名 学院役職員会 8日 

浦田理事長他5役員 
第5回国保理事会 

（１）高齢者健康対策事業　（２）レセプト点検　（３）出産育児一時金支給申請書 
9月29日 

国保組合 

浦田理事長 全歯連通常総会 10月8日 
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社団法人  熊本県歯科医師会 会員のみなさまへ 

グループ保険制度のご案内 グループ保険制度のご案内 会員専用 

＜災害保障特約＞ 
（死亡保障プラン）会員・配偶者 

（医療保障プラン）会員・配偶者・こども 
＜手術特約/家族特約/家族手術特約＞ 
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1日（火） 

5日（土） 

13日（日） 

15日（火） 

23日（水） 

24日（木） 

第17回常務理事会 

各郡市会長・専務理事連絡協議会 

歯科医療安全管理推進特別事業講演会 

第18回常務理事会 

社会保険・医療対策・学術合同研修会 

第10回理事会 
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　広報を担当し半年が過ぎました。

委員会の先生方の協力のもと何と

かノルマを果たしています。会報

の作成、ホームページ管理、メー

ルニュース、ニュースレター等々

他にも対外PRなど考えればするべ

きことは山ほどあります。広報の

重責を日々感じているところです。

経費節減、ペーパーレス化のため

会報のメール配信など心の片隅で

は思ってはいますが、事務局発送

業務の煩雑化やそうするとますま

す会報離れが…などいろいろ考え

てしまいます。何とか会員の皆様

方に少しでも読んでいただけるよ

う委員一同で知恵を絞り、内容の

充実、見直しを図りたいと思います。

今後も会報作成に、ご協力をお願

いいたします。 

（H.K） 

笑顔ヘルCキャンペーン 
ヘルC写真コンクール　奨励賞「落書天国」 




